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熊野町の借金は

本町の借金は過去最高を更新し続けている状況だが、より有利
な地方債を選択するなど、引き続き健全な財政運営に努める。

Q

A 町　長

尺田 耕平議員

と
に
よ
り
、
定
住
人
口
の

増
、
税
収
の
増
に
つ
な
が

る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
考
え
は
甘
く
な
い
か
。

　
収
入
に
関
し
て
は
も
っ

と
危
機
感
を
持
っ
て
攻
め

の
姿
勢
が
ほ
し
い
。

　
筆
の
里
工
房
周
辺
整
備

（
公
苑
）に
つ
い
て
も
、
来

客
数
だ
け
で
満
足
し
て
は

ダ
メ
だ
。
収
入
を
得
る
こ

と
ま
で
考
え
て
も
ら
わ
な

い
と
、
後
世
に
負
の
遺
産

を
残
す
こ
と
に
な
る
。

　
借
金
が
増
え
る
こ
と
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
硬
直
化

せ
ず
、
将
来
も
柔
軟
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
提

供
で
き
る
こ
と
を
願
う
が
。

【
Ａ
３
】

　
博
打
を
打
つ
よ
う
な
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
今
後

も
健
全
な
財
政
運
営
の
た

め
に
鋭
意
努
力
し
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　
本
町
の
令
和
３
年
度
決

算
に
お
け
る
借
金
は
約
84

億
円
、
住
民
一
人
当
た
り

約
35.6
万
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、
借
金
は
10
年
前

と
比
べ
て
約
20
億
円
増
え

て
お
り
、
５
年
後
に
は
現

在
よ
り
約
８
億
円
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

今
後
の
具
体
的
な
増
加
要

因
は
。

【
Ａ
１
】

　
令
和
５
年
度
以
降
に
お

い
て
、
筆
の
里
工
房
周
辺

整
備
や
災
害
予
防
、
小
中

学
校
に
お
け
る
老
朽
施
設

の
更
新
事
業
が
増
加
要
因

と
な
る
。

【
Ｑ
２
】

　
町
の
収
入
で
あ
る
自
主

財
源
の
推
計
は
今
後
ど
の

よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
５
年
後
は
約
１
％
減
少

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　
総
合
計
画
に
掲
げ
た
取

組
み
を
着
実
に
進
め
る
こ

筆の里工房周辺整備事業の練り直しを

長期的展望に立った戦略を段階的に実行していく。

Q

A 町　長

対
し
て
の
説
明
が
常
に
な

い
が
。

【
Ａ
３
】

　
最
高
意
思
決
定
機
関
で

あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
質
疑
に
対
し
明

確
に
答
え
ら
れ
な
い
面
が

あ
り
、
改
善
し
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
子
育
て
世
代
、
年
配
の

方
な
ど
一
般
の
方
々
か
ら

幅
広
く
意
見
の
吸
い
上
げ

を
す
べ
き
で
は
。

【
Ａ
４
】

　
幅
広
い
世
代
か
ら
意
見

を
聴
く
機
会
を
設
け
た
い
。

【
Ｑ
５
】

　
交
通
手
段
が
な
い
住
民

の
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
道
路
整
備
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
５
】

　
交
通
手
段
を
つ
く
る
と

い
う
の
は
非
常
に
難
し
い

課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
車
に
頼
っ
て
来
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
全
体
計
画
の

中
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

進
め
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
総
事
業
費
13
億
６
千
万

円
の
財
源
は
。
ま
た
、
償

還
方
法
・
期
間
は
。

【
Ａ
１
】

　
国
費
が
約
６
億
４
千
万

円
、
起
債
が
約
６
億
５
千

万
円
だ
が
、
最
終
的
に
町

負
担
が
約
６
億
円
に
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
償
還
は
、
交
付
税
措
置

が
あ
る
有
利
な
財
源
を
で

き
る
だ
け
求
め
、
一
般
的

に
約
20
〜
30
年
償
還
に
な

る
。

【
Ｑ
２
】

　
事
業
開
始
か
ら
観
客
動

員
数
の
た
め
の
施
策
、
イ

ベ
ン
ト
の
中
で
収
益
を
生

む
と
い
う
発
想
は
あ
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
こ
の
事
業
で
収
益
を
生

む
の
は
非
常
に
難
し
い
。

【
Ｑ
３
】

　
町
民
第
一
主
義
と
い
う

な
ら
も
っ
と
町
民
か
ら
の

意
見
を
吸
い
上
げ
る
べ
き
。

住
民
代
表
の
意
見
も
吸
い

上
げ
て
い
な
い
。
議
会
に

片川 　学議員

　「令和４年度総務大臣表彰及び感謝状贈呈式」

が１０月２４日にホテルルポール麹町で開催され

ました。

　本議会からは、町議会議員として中原裕侑議
員が、議員在職３５年以上として、総務大臣か

ら表彰を受けられました。

永年の功績により受賞！永年の功績により受賞！ ～総務大臣表彰～～総務大臣表彰～

筆の里工房周辺整備事業計画を調査筆の里工房周辺整備事業計画を調査筆の里工房周辺整備事業計画を調査

　１２月１６日に総務厚生委員会を開催し、「筆の里工房周辺整備事業計画」の報告を受けた後、
質疑を行いました。

〇主な質疑
Ｑ　一部工事着手しているが、全体の計画はど
のようになっているか。

Ａ　体験交流施設は、令和４年度に基本設計、
令和５年度に実施設計を行い、令和６年度
から建築工事に着工し、令和７年度末の完
成を目指している。また、令和８年度から
調整池等の整備に着手し、令和１０年度に
公園部分の完成を予定している。

Ｑ　基本設計、実施設計にあたって広く意見を
聞くべきと思うが。

Ａ　令和４年１２月に将来の熊野町を担う熊野高校生と体験交流施設の基本設計にかかるワーク
ショップを開催した。また、令和５年１月に町民を対象としたワークショップを計画してお
り、今後も広く意見を集めたい。

Ｑ　体験交流ゾーンと筆の里工房間の歩行者安全確保はどのように考えているか。
Ａ　利用の安全が保たれるよう横断歩道周辺について、安全対策を講じる。

Ｑ　（仮称）筆の里創造の丘公苑としているが、漢字を「苑」にした背景は。
Ａ　単なる公園ではなく、創作活動を通じて地域のコミニュティや人づくりができる特別な場所
として意味を込めている。例として、「丹波の森公苑」などがある。

総務厚生委員会

▲体験交流施設模型写真
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く
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